
東日本大震災被災寺院現状報告 
 

寺院：宮城県第４教区第９２番高林寺 

住所：宮城県岩沼市早股字寺北１８２ 

 

寺院の被害 

・ 津波により、本堂、その他の建物が大規模半壊した。 

・ 墓地が倒壊するなど、境内の土木構造物にも被害が生じている。 

寺院の現状 ・ 檀信徒の離散を心配しており、精神的肉体的疲労を抱えている。 

檀信徒の現状 

・ 震災で危険区域の指定により自宅に住めなくなり避難を強いられている地

域の檀信徒や、自宅が浸水したことにより他の地域に住居を構える方がた

がいる。 

・ 転居先が広範囲であることや、連絡先が二転三転と変わるため居住先は８

割程度しか把握できていない。 

・ 複数の離檀がある。 

地域の現状 

・ 地域が危険区域に指定されたため、戻れない方と危険区域には指定されて

いないが、家屋が津波により浸水したため戻りたくないと考えている方が

いる。 

復興の状況 

・ 復旧の目途は立っており、８割程度進んでいる。３年以内の復旧完了を予

定している。 

・ 復旧について、檀信徒からの寄付は望めない。 

（Ｈ２５.８.２６現在） 

     

（撮影Ｈ２５.１１.７） 


